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古代ギリシアにおけるロゴスと芸術
ディオゲネス・ラエルティオス『ギリシア哲学者列伝』(上)、加来彰俊訳、岩波文庫、1984。
ディオゲネス・ラエルティオス『ギリシア哲学者列伝』(下)、加来彰俊訳、岩波文庫、1994。
ディールス−クランツ『ソクラテス以前哲学者断片集　第Ⅰ分冊』岩波書店、1996。
【註】
⑴ 後に述べるように、断片31には「万物を支配する（dioikeō）ロゴス」という記述がみられる。
Diels-Kranz 2004,158. 
⑵ 厳密には、アレクサンドロス・ポリュイストールが『哲学者たちの系譜』において言及し
たピュタゴラス派の学説をディオゲネスが紹介したもの。
⑶ ここで神（theos）は宗教的意味をもつわけではなく、構築者（demiurugos）や創造者
（poietes）という言い方も使われており、まさに宇宙をイデアという設計図を基に構築し
た存在者ということである。
⑷ ポリュクレイトスは紀元前5世紀半ばすぎに活躍した青銅彫刻家。プラトンの著作のなか
でも言及されている。（『プロタゴラス』311C,328C）
⑸ ガレノス（Galēnos 129頃−199）、古代ローマ時代の医学者で古代ギリシア以来の医学を
集大成して解剖学・生理学の基礎を築いた。中世を通じて医学の権威であり続けた。
⑹ イデア（idea）は動詞のeidō（見る）から派生した言葉で、見られたもの、見られた形を
意味する。プラトンのいうところの宇宙の創造者は、まさにイデアという理想的な形を規
範にわれわれの世界を創ったのである。
